
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 1月 ２８日 

留 学 先 大 学 ミズーリ州立大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2013年8月－2014年5月 

明 治 大 学 で の 所 属 商学部商学科グローバルビジネスコース専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

 

 



 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

情報は Facebook に現地の日本人学生グループがあるので、そのグループに入って現地の日本人学生に色々教えてもらえた。 特に準

備で困った事は無い。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：J-1 申請先：大使館 

ビザ取得所要日数：2 週間以内 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：2 万円程度 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポートや、写真、DS-160、SEVIS など、米国ビザ申請の公式サイトの指示通りに、すべて自分で行った。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

先ずは、DS-160 をオンラインで記入し、大使館での面接予約の支払いをする。その後写真等を用意しておく。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

留学する事の確認のみ、 あたりさわりもないことなので、特に構える必要はない。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

代行会社に手を借りずに一人で行った為、書類の多さには閉口した。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

MoneyT Global が国際キャッシュカードとして便利で、これとクレジットカードがあれば特に問題なし。携帯電話は日本で留学先用の電話を

準備するのではなく、現地に到着してから調達する方がいい。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 デルタ航空 

航空券手配方法 
Expedia 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 Springfield Branson National 現地到着時刻 朝９時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の 

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 ２０分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

特になし 

大学到着日 8 月 14日 10時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居入居 

できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（アメリカ人） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した     その他（     ） 

住居の申込み手順 オンラインで自分の好みに合わせて登録、人数や、寮を選べる。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

渡航前にパンフレットに指示がありそれに沿ってオンラインで契約、特に問題はなし。 



3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 8/16 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 授業の履修方法、寮費、食堂利用費の支払い方法、自己紹介、アメリカの大学で強く禁止される不正行為に

ついて 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 8月 19日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

外務省の在留邦人届。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

強く推奨されているが、あくまで任意の髄膜炎の予防接種を日本で前もって行ったが、アメリカで行わなければならないというルールがあ

り、もう一度アメリカで予防接種した（無料）。日本で行った分の代金は無駄になった。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

しました。料金というか、初期の預金として２５＄必要でした。パスポートがあれば問題ないです。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

していません。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（8月 1日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（8月 15日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

基本的に上の学年から優先的に授業登録が解禁されるため、どうしても取りたいが、定員一杯の授業は自分で学部に電話して履修する

許可をもらった。そうでない場合は国際交流事務の指示の下オンラインで登録した。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

変更追加は可能。３つは希望が通り、１つは通らなかったのでおおむね希望通り。 



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                              日帰り旅行       

8:00 
起床 朝食                    長期休みは 

小旅行 

      

9:00 
Introduction to 

Journalism 

IIntroduction to 

Journalism 

IIntroduction to 

Journalism 

IIntroduction to 

Journalism 

Introduction to 

Journalism 

課題       

10:00 
                              トレーニング       

11:00 
Psychology Public Speaking Psychology Public Speaking       日本人会等々       

12:00 
昼食 左に同じ                               

13:00 
課題や 

トレーニング等 

                                    

14:00 
                                          

15:00 
                                          

16:00 
日本語の授業に 

ボランティア 

                                    

17:00 
                                          

18:00 
夕食                                     

19:00 
課題や掃除、洗濯                                     

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
就寝                                

24:00 
                                          

 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ミズーリ州スプリングフィールドの冬はとにかく寒いです。冬は授業のある建物に行くのも一苦労です。大学は比較的田舎で

すが、何もないというわけではなく、歩いてすぐのダウンタウンに行けば、ナイトクラブやバー、レストラン、小さな商店街があり

ます。寮はアメリカ人と世界各地からの留学生が半分ずつ住んでいる寮なので、様々な国の人とも触れ合え、課題のやり方

などに困ったときなどは現地人に助けてもらえて、とても素晴らしい環境だと思います。秋と春で部屋を替えたのですが、今

のルームメイトは現地人で日本語も勉強しているので、お互いの言葉を教え合ったり、車を出してくれたりするので、とにかく

助かっています。休日は大学が行っているプログラムを利用し、州内の主要都市や、隣り合う州に足を延ばすこともできま

す。連休には日本語の授業をとっている現地の友人が別の州にある実家にホームステイさせてくれました。私は主に１、２年

生用の授業をとっているのですが、Writing と Public Speakig はとても為になります。Writing で 10 ページのエッセイを求めら

れたときは愕然としましたが、終わった後は達成感と英語力の上昇が感じられました。Public Speaking は２０人程の学生前

にして英語でプレゼンするので、いい訓練になります。また、どうやってスピーチの原稿をくみ上げるのか、スピーチを準備す

る段階で人はいつもっともナーバスになるのか、聴衆の注意をいかに惹きつけるか、なども教科書に載っているので、教科書

を読むことすらとても楽しいです。 



 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

「世の中に不満があるなら自分を変えろ」という言葉が士郎正宗氏の攻殻機動隊という作品に出てきます。留学をする理由

は人それぞれだと思いますが、留学に向けて真剣に行動している人は、とても問題意識や向上心の高い方だと思います。

留学は自分を変える格好の機会です。私は留学中にしか気付けなかったのではないか、という経験をいくつかしています。

それを是非次の学生にも体験してほしいです。英語ができるようになりたいから、英語でコミュニケーションがとりたいから、と

いう理由は、それはそれで大切です。しかし、それは一番の理由になってはならないというのがアドバイスです。当然ですが、

四年間正規で留学している日本人のほとんどが、少なくとも日常会話に関しては交換留学生の私よりも優れた英語を話しま

す。それでも私が交換留学生としてミズーリ州立大学に受け入れられているのには、別の理由があるはずです。それは私が

日本の大学、明治大学で出会った人々、先生と学んだことや、日本で自分が経験してきた事を基礎にして、それを他の留

学生や現地人と触れ合う中で、新しいことに気づき、自分の中にあるものの見方を更に深め、そして発信することが、受け入

れ先の学生のメリットになるということだと思います。言葉よりも必ず内容が先、言ってしまえばそれだけの事です。無暗に言

葉を学ぶよりも、まずは日本の事を良く知っている事の方が大切です。そうすれば結果的に行った後で語学力はついてきま

す。当然、行く前の選考に進むためには、最低限の TOEFL と GPA をクリアしなくてはなりません。 

留学は少しだけ辛いこともありますが、私のは楽しいことの方が断然多いように感じています。行先も行く人間も違うので、思

う事は千差万別でしょうが、どこにいっても気づく事はあると思います。 

私の今のルームメイトは日本語を勉強している現地の学生で、音楽を専攻しています。課題に追われる日々ですが、暇な

時間には英語はもちろん、ドラムを教えてもらったり、日本の曲を演奏してくれたりと、とても楽しくやっています。冬休みは１人

旅にも出ました。 

私はアメリカに来て様々な友人に出会い、様々なことに気づきました。それはそっくりそのまま私の財産です。 

 


